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郡市区医師会

九州労災病院
門司メディカル
センター

総合せき損
センター

労働者健康福祉機構

福岡産業保健総合支援センター
（メンタルヘルス対策支援事業含む）

地域産業保健事業

福岡県医師会

国（厚生労働省）

産業医等
産業保健関係者

５０人以上の事業場の事業主及びその労働者 ５０人未満の事業場の事業主及びその労働者

設置

設置

連携

産業保健に関する専門的相談

産業保健スタッフへの研修

産業保健情報の収集提供等

産業保健活動

・健康診断

・健康教育

・健康相談等

産業保健に関する広報・啓発

相談対応

個別訪問指導

産業保健に

関する情報提供

連携

連携

産業保健支援体制の概要

統括・調整・
支援

平成26年4月1日より

地域産業保健
事業を担当

福岡労働局

連携

労働者の健康維持・
増進の重要性の周知



職場で健康増進に取り組む理由は？

生産性

うつ病、アレルギー疾患
関節炎 糖尿病 頭痛

弁護士費用
人事労務の費用
担当者の精神的ストレス
会社の評判・リスク

健康保持増進活動（身体的、精神的）

１．アブセンティーズム

２．プレゼンティーズム
欠勤

１
２



生涯健康管理体系

（乳児・幼児）

（学童・生徒）

（労働者）

高齢期

（高齢）

母子保健
（市町村保健センター）

学校保健
（各教育施設）

産業保健
事業主責任の健康管理
（地域産業保健センター・
小規模零細事業場に産業
保健サービスを提供）
※医療保険各制度の保健事業

老人保健
（市町村保健センター）

地域保健法

学校保健法

労働安全衛生法

高齢者の医療の
確保に関する法律

老人訪問看護ステーション
在宅介護支援センター等
※福祉サービスと一体

＊福祉サービスと一体

就労期

就学期

乳幼期



超高齢化社会と産業医活動

60 歳 70歳 80歳 90歳 100歳

近い将来
定年70歳

がん等の疾病を有す
る労働者の職場復帰
および就業の支援

病院での治療ができない患者増加、
在宅治療の増加

病院でのリハビリ減少
職場・家庭でのリハ提
供？（脳血管障害）

職域での健康管理 地域での健康管理

職場：
診療情報

自宅：
診療情報

職場および自宅で最適な健康管理・治療・ケアを受けるために

職場・自宅：
診療情報

PHRが必要

現在65歳定年

PHR:Personal Health Record



平成22年 日本人の寿命、健康寿命

2015年の日本人の平均寿命 男性80.79歳、女性87.05歳
（厚生労働省、2016年7月27日発表）

出典：厚生科学審議会地域保健健康増進栄養部会・次期国民健康づくり運動プラン策定専門委員会「健康
日本２１（第二次）の推進に関する参考資料」p25



産業医の責務と歴史

産業医

産業医

衛生
管理者

医師

産業医

ジャンドゥソップ（産業医科大学産業生態科学研究所産業保健経済学）より



将来の医者
般診療

Melvyn  R.  Werbach

将来の医者は薬を出さない。
そのかわり患者に人間の体、食
事、病気の原因と予防のことに
関心をもたせるようにする。

トーマス・A・エジソン（1847-1931）

第3の医学（Third  line  medicine）より



健康と疾病の連続性

健康維持・増進

境界領域 発病

疾病治療

回復

正常

死





厚生労働省安全衛生部労働衛生課
平成28年4月21日



https://www.johas.go.jp/ryoritsumodel/tabid/1047/Default.aspx

独立行政法人労働者健康安全機構



福岡産業保健総合
支援センター

③ 医療機関（主治医、医療ソーシャ
ルワーカー等）と連携し

企業・疾病を抱える労働者間の
調整支援

主治医

連
携

① 研修・
セミナーの実施

人事労務担当者
産業医等の

産業保健スタッフ

治療と
職業生活の
両立の調整

医療機関
企業

相談

保健師・看護師

医療ソーシャール
ワーカー

産業保健相談員
両立支援促進員

疾病を抱える労働者 疾病を抱える労働者

②
相
談
対
応

個
別
訪
問

支援

両立支援促進員

支援

産業保健総合支援センターによる
治療と就業の両立支援イメージ



疾病を有
する労働者

産業医大
両立支援科

久留米大学

九州大学

福岡大学

がん拠点
病院など

九州労災病院
門司メディカ
ルセンター

せき損センター

クリニック等の主治医
（かかりつけ医）

福岡産業保健総
合支援センター



とびうめネットへの
ご提案

産業保健との連携



福岡県医師会のサーバー
嘱託産業医用サーバー
（健診機関、専門業者等）

かかりつけ医

とびうめネット概要図






とびうめネットと産業保健との
連携によるメリット



労働者の健康の維持・増進

労働者自身

労働者

労働契約法

産業保健スタッフ

PHR：personal health record

労働安全衛生法

労働者の健康
自己保健義務

努力義務

安全（健康）
配慮義務

睡眠時無呼吸検査
その他職場、日常生活の中
で入手可能な健康情報

一般健康診断
特殊健康診断
海外派遣労働者の健康診断

事業者



ご清聴ありがとうございました。

連絡先：織田 進
福岡産業保健総合支援センター
〒812-0016 福岡県福岡市博多区博多駅南2-9-30

福岡県メディカルセンタービル1F
電話：092-414-5264、FAX:092-414-5239
e-mail:susumuoda@fukuokas.johas.go.jp
URL: http://www.fukuokasanpo.jp/
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